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今月のイベント
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０
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ン
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掃
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し
た
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開
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は
天
神
浜
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
前
後
町
長
が
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し
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猪
苗
代

湖
を
後
世
に
残
す
た
め
、
水
環
境
保

全
事
業
に
協
力
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お
願
い
し
ま
す
」
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あ
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つ
。
参
加
者
は
４
班
に
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
天
神
浜
、
松
橋

浜
、
青
浜
、
小
黒
川
河
口
付
近
に
移

動
。
延
べ
約
３
㌔
に
わ
た
っ
て
湖
岸

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ご
み
を
丁
寧
に

拾
い
集
め
ま
し
た
。
福
島
市
の
小
山

田
暁さ

と
るさ
ん（
６
年
生
）は
家
族
で
参
加
。

「
震
災
後
か
ら
、
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
猪
苗
代
湖
を
き
れ

い
に
し
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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今月の表紙
會津豊玉の阿部大三さ
んが制作した工芸菓子

「四季彩雲」。作品は、
４月 21 日から５月 14
日まで三重県で開催さ
れる第 27 回全国菓子
大博覧会に出品。白鷹
の成長と四季の移り変
わりが表現され、細部
に至るまできめ細やか
な職人の技が光ります

（関連８ページ）。

【撮影日】４月 17 日
【撮影場所】　會津豊玉

【目次】

　町消防団長辞令交付式は４月２日、町役場で行われ、前
後公町長が五十嵐幸夫団長に辞令を交付しました。前後町
長は「『自分たちの地域は自分たちで守る』という消防精
神のもと、持ち前の指導力と行動力を発揮し、消防団活動
に取り組んでください」とあいさつを述べました。
　引き続き消防団員への辞令交付式が執り行われ、五十嵐
団長が各分団の代表者に辞令を交付しました。五十嵐団長
は「新入団の皆さんを心から歓迎します。幹部団員におい
ては、消防団員としての自覚と責任を持ち、団員のことを
第一に考えながら消防団活動に取り組んでほしい」とあい
さつ。新入団員など 57 人を代表し、第６分団の小椋岳大
さんが宣誓書を読み上げ、五十嵐団長から消防団の法被を
受け取りました。

前後町長から辞令を受ける五十嵐団長

　日本消防協会より竿頭綬の授与を受
けた町消防団五十嵐正義前団長は３月
30 日、町役場を訪れ、前後町長に受
賞を報告しました。前後町長は「予防
消防など、消防団員の日ごろの取り組
みのおかげ」と感謝を伝えました。

　　　　　いがらし　ゆきお
昭和 38 年８月９日生まれ
消防団在籍年数　31 年
昭和 61 年４月１日　町消防団に入団
平成 17 年４月１日　第５分団長就任
平成 19 年４月１日　訓練分団長就任
平成 21 年４月１日　副団長就任

Profile

団　長   五十嵐　幸夫

副団長   六角　武志

副団長   林部　隆義 

庶務分団長   野本　真吾

訓練分団長   小林　利浩

訓練分団長   大木　健一

新団長、新入団員などに辞令交付

町消防団が竿頭綬を受賞

五十嵐幸夫　団長

分  団  長   黒岩　博文

副分団長   鈴木　元

分  団  長   吉野　貴之

副分団長   菅沼　旭

分  団  長   成田　昌弘

副分団長   鬼多見　浩

第１分団

第６分団

第５分団

第４分団

第３分団

第２分団

団本部

分  団  長   渡部　孝広

副分団長   瀧口　守

分  団  長   遠藤　幸治

副分団長   難波　俊一

分  団  長   獅戸　卯一

副分団長   佐藤　昇男

五十嵐団長から法被を受ける小椋さん

猪苗代町消防団辞令交付式

受賞を報告する五十嵐前団長（中央）

小山田　暁
さとる

さん（左）
　　　侑

ゆう

穂
ほ

さん（右）

ヒシの実などが
たくさん打ち上
げ ら れ て い て
びっくりました。
湖をきれいにし
て、みんなで気
持ち良く遊びた
いです。

天神浜の清掃活動を行う参加者

　　

12　いなわしろタウンページ

18　暮らしの情報広場

20　みんなの美術館／食生活改善推進員コーナー

　　 トピックス
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新任課長と新採用職員紹介
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平
成
29
年
度
の
町
区
長
委
嘱
状
交
付
式
は
４
月
５
日
、
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

委
嘱
状
の
交
付
に
先
立
ち
、
長
年
区
長
を
務
め
ら
れ
、
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
、
前
後
公
町
長
が
各
地
区
の
区
長
に
委
嘱
状
を
手
渡
し
、

町
政
進
展
の
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　町民の目線に立って
仕事をしたいと思いま
す。早く仕事を覚えて、
皆さんの役に立てるよ
う頑張ります。

　今はまだわからない
ことばかりですが、早
く仕事を覚え、地域発
展のために少しでも力
になれればと思います。

　町外の出身なので、
早く猪苗代のことを知
り、皆さんの役に立て
る職員になれるよう頑
張ります。

　明るく元気な雰囲気
づくりを大切にしなが
ら、子どもたちに信頼
される保育士になれる
よう頑張ります。

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
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木
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（
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長
谷
川
聖せ

い

司じ

（
22
）

保
健
福
祉
課

主
事　

石
田
廉れ

ん
（
19
）

　町民の皆さんの期待
に応えられるよう、誠
心誠意、仕事に励みた
いと思います。よろし
くお願いします。

感
謝
状
贈
呈
者（
敬
称
略
）

ス
キ
ー
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口　
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）
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二
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）

感謝状を受ける関口孝司さん（左）

教
育
長
着
任
あ
い
さ
つ

教育長　宇
う

南
な

山
やま

　忠
ただ

明
あき

　平成 29 年４月１日付けで、町教育委

員会教育長に着任しました宇南山忠明で

す。私は、学校現場での経験を生かし、

第七次猪苗代町振興計画を基本に、学校

教育においては、知・徳・体の向上を目

指し、学校・家庭・地域と連携して参り

ます。生涯学習においては、「学びいな」

「和みいな」のサービス向上と生涯スポー

ツの推進などに力を注ぎながら、土屋重

憲前教育長の多くの実績と成果を受け継

ぎ、発展して参りたいと考えております。

ご理解とご協力のほどよろしくお願いい

たします。

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
宇
南
山
忠
明
氏
が

教
育
長
に
着
任
し
ま
し
た
。

学校現場の経験を生かし
教育推進に注力します

○略歴
・昭和 56 年　本宮市立本宮第一中学校　
・平成 14 年　町教育委員会指導主事
・平成 17 年　柳津町立西山小学校長
・平成 24 年　猪苗代町立猪苗代中学校長
・平成 29 年４月 1 日より現職

議会事務局長

渡部　浩
ひろ

幸
ゆき

円滑な事務局運営に
努めます

　議会は、住民意思を決
定する最高機関です。議
会を代表する議長や議決
機関である議会が、その
役割を十分果たすことが
できるよう事務の執行を
効率的・効果的に進めま
す。また、議会運営なら
びに議員活動を補佐し、
論理的・臨機応変な考え
のもと、事務局機能の推
進に努めます。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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■平成 28 年度下半期財政状況

町のお金は　このように使われました

基
金
の
状
況

　
（
平
成
28
年
度
末
見
込
額
）

▼
財
政
調
整
基
金

８
億
９
２
３
７
万
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
２
０
万
１
千
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
５
万
４
千
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

１
３
９
万
７
千
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

１
０
３
６
万
６
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
４
万
８
千
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
０
６
８
万
４
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

２
億
２
６
８
５
万
円

▼
猪
苗
代
町
そ
ば
大
豆
等
刈
取
機

械
整
備
基
金

６
５
６
万
５
千
円

▼
震
災
復
興
基
金

４
９
８
８
万
３
千
円

▼
小
野
弥
太
郎
記
念
育
英
基
金

１
６
９
６
万
円

▼
中
津
川
渓
谷
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
基

金１
２
２
万
２
千
円

▼
教
育
施
設
整
備
等
基
金

１
億
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
７
７
７
万
８
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
出
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

民
生
費	 

老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、

障
害
者
福
祉
、
こ
ど
も
園
の
運
営

な
ど
に
使
う
お
金

総
務
費	 

交
通
安
全
対
策
、
振
興

計
画
策
定
、
町
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
使
う
お
金

土
木
費	 

町
道
の
舗
装
補
修
、
防

雪
柵
の
設
置
、
道
路
の
新
設
改
良
、

都
市
計
画
街
路
、
町
営
住
宅
維
持

管
理
な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費	 

町
が
学
校
を
建
て
た
り
、

道
路
を
造
っ
た
り
す
る
と
き
に
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
も
の

（
借
り
た
お
金
は
毎
年
計
画
的
に

返
済
し
て
い
ま
す
）

教
育
費	 

小
中
学
校
や
こ
ど
も
園

の
教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
に
使
う
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

財
務
係

☎（
62
）２
１
１
２

　

平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
使
っ
た
、町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
、
町

の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
は
下
半
期
中
、
４
回
の
補
正
を
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
現
在
額

は
85
億
２
９
８
２
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在

額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
83
・
６
％
、
支
出
割
合
は
93
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
な
ど
10
の
特
別
会
計
は
、
下
半
期
中
、
合
計
で

１
億
７
６
７
７
万
１
千
円
の
補
正
を
し
、
予
算
現
在
額
は
47
億
５
５
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
84
・

９
％
、
支
出
割
合
は
95
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　計　区　分 予算現在額 収　入　済　額 支　出　済　額
猪苗代地区財産区 1,353 万 5 千円 1,279 万 4 千円 1,100 万 7 千円
翁島地区財産区 245 万 5 千円 249 万 9 千円 127 万 1 千円
長瀬地区財産区 2,048 万 8 千円 2,109 万 9 千円 1,301 万 3 千円
吾妻地区財産区 1,000 万 6 千円 1,000 万 8 千円 868 万 7 千円　

国民健康保険 19 億 8,015 万 2 千円 17 億 5,198 万 9 千円 19 億 994 万 9 千円
公共下水道事業 5 億 6,033 万 9 千円 4 億 3,145 万 9 千円 5 億 3,359 万 5 千円
特定環境保全下水道事業 1 億 2,374 万 6 千円 9,606 万 2 千円 1 億 1,918 万 7 千円
農業集落排水事業 1 億 4,831 万円　　   1 億 1,398 万 9 千円 1 億 4,058 万 2 千円
介護保険 16 億 7,694 万 2 千円 13 億 8,822 万 6 千円 16 億 654 万 5 千円
後期高齢者医療 1 億 6,457 万 8 千円 1 億 6,230 万 1 千円 1 億 6,396 万 5 千円

計 47 億 55 万 1 千円   　　　　　　 39 億 9,042 万 6 千円 45 億 780 万 1 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 3 億 1,735 万 3 千円
民 生 1 億 3,814 万 3 千円
農 林 水 産 1 億 5,047 万 6 千円
商 工 1,037 万 8 千円
土 木 27 億 58 万円 1 千円    

公 営 住 宅 6 億 1,044 万 8 千円
消 防 2 億 3,563 万 5 千円
教 育 15 億 1,012 万 5 千円
臨時財政対策債など 37 億 5,156 万 9 千円

特　　　別　　　会　　　計
公共下水道事業 30 億 8,204 万 3 千円                         

特定環境保全下水道事業 8 億 6,818 万 8 千円
農業集落排水事業 14 億 4,086 万 6 千円

地方消費税交付金　2 億 6,253 万 4 千円
地 方 譲 与 税             8,186 万 2 千円
利 子 割 交 付 金                231 万 8 千円
配 当 割 交 付 金                770 万 7 千円
株式等譲渡所得割交付金　　　  407 万 9 千円
ゴルフ場利用税交付金             2,246 万 2 千円 
自動車取得税交付金             1,374 万 3 千円
地方特例交付金　　         283 万 6 千円
交通安全対策特別交付金　　       240 万円
分担金および負担金　    　 1,058 万 9 千円 
寄　　付　　金             3,737 万 5 千円
繰　　入　　金     　 3 億 18 万 2 千円

6 億 6,304 万 2 千円　　 
5 億 2,905 万 4 千円

7 億 4,808 万 7 千円
4 億 5,799 万 4 千円

9 億 9,740 万円
  0 円

5 億 4,268 万 9 千円
4 億 3,146 万 8 千円

2 億 8,286 万 2 千円
2 億 8,381 万 2 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 （平成 28 年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 3 億 6,496 万 1 千円 3 億 163 万 3 千円 6,332 万 8 千円
資　本　的 4,711 万 2 千円 1 億 5,209 万 7 千円 △ 1 億 498 万 5 千円

※資本的収支の不足額 1 億 498 万 5 千円は内部留保資金から補てんしました。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

特別会計予算執行状況 （公営企業会計を除く）

◎一般会計合計　 94 億 2,470 万 8 千円

◎特別会計合計　 53 億 9,109 万 7 千円

●町債現在高合計
148 億 1,580 万 5 千円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 8,071 万 3 千円 8,094 万 6 千円 △ 23 万 3 千円
資　本　的 5,546 万 4 千円 5,546 万 4 千円 0 円

※収益的収支の不足額 23 万 3 千円については、基金などから補てんしました。

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

10 億 8,985 万 5 千円
10 億 3,814 万 5 千円

9 億 1,070 万 7 千円
9 億　577 万 2 千円

  14 億     851 万 8 千円
  10 億 7,273 万 3 千円

5 億 1,196 万 1 千円
4 億 1,178 万 2 千円

4 億 8,608 万 1 千円
4 億 7,009 万 4 千円

4 億 1,992 万 7 千円
3 億 9,910 万 9 千円

6 億 1,286 万 9 千円
5 億 8,325 万 1 千円

1 億 2,047 万 9 千円
　　9,961 万円 

議    会    費  　 1 億 170 万 4 千円
災害復旧費                          90 万円     
予　備　費             1,787 万 5 千円

予算現在額

　公営企業会計

町民税
法人分
5,794 円

町たばこ税
8,493 円

軽自動車税
3,058 円

入湯税
2,563 円

みなさんが
納めた税金

予算総額は　　　　85 億 2,982 万 5 千円

9 億 8,582 万円
8 億 6,495 万 6 千円

   税負担額
 （町民１人あたり）

 12 万 1,440 円

純固定
資産税
7 万 992 円

固定資産等所在
市町村交付金
　　625 円

町民税
個人分
2 万 9,915 円

2 億 3,759 万 8 千円
2 億 3,759 万 8 千円

1 億 6,584 万 4 千円
1 億 6,034 万 4 千円

18 億 4,169 万 2 千円
17 億 9,189 万 6 千円

使用料及
び手数料

財産収入

教育費

地　方
交付税

繰入金
ほか

農林水
産業費

国　庫
支出金

議会費
ほか

消防費

商工費

衛生費

公債費

土木費

総務費

町　税

町　債

繰越金

諸収入

県支出金

民生費

2,461 万 6 千円
2,484 万 1 千円

予算現在額　30 億 2,599 万 5 千円   
収 入 済 額　32 億 1,835 万 6 千円

※網掛け部分は収入済額※網掛け部分は支出済額
予算現在額　19 億 8,360 万 8 千円   
支 出 済 額　19 億 3,719 万 9 千円
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約４カ月かけて大作が完成

　町菓子組合に加盟する「會津豊玉」の阿部大三さんは、４月
17 日、三重県伊勢市で開催される第 27 回全国菓子大博覧会の
工芸菓子部門に出品する作品を完成させました。「四

し

季
き

彩
さい

雲
うん

」と
名付けられた作品は、粉砂糖やもち米の粉、白あんなどから作ら
れ、白鷹の成長と四季の移ろいを表現。同組合「日乃出屋」の福
地顕さんが制作に協力しました。阿部さんは「子どもたちが健や
かに成長してほしいという願いを込めました」と話しました。

全国菓子大博覧会へ工芸菓子を出品

出品作品の最終調整を行う阿部さん

猪苗代の雪をアクアマリンに

ユーラシアカワウソに雪をプレゼントする子どもたち

中の沢保育所の子どもたちが雪だるまをプレゼント

　中の沢保育所さくら組の園児５人は４月 15 日、いわき市のア
クアマリンふくしまを訪れ、ユーラシアカワウソに雪のプレゼン
トを行いました。贈呈式では、アクアマリンふくしまの安部義孝
館長と中の沢保育所の渡部真理子所長があいさつ。子どもたちが

「カワウソさんに雪をあげてください」と安部館長に小さな雪だ
るまを手渡しました。展示場内で飼育員が水の中に雪を投げ入れ
るとカワウソが近づき、子どもたちは歓声を上げていました。

まちのわだい
TOWN  TOPICS

霜の被害から農産物を守る

　農産物を霜の被害から守るため、関係機関と連携して農家への
情報提供や対策技術の指導などを行う町防霜対策本部は４月 12
日、町農林課内に設置され、町防霜対策本部長の前後公町長と会
津よつば農業協同組合古川俊裕あいづ東部営農経済センター長が
役場正面玄関に看板を掲げました。前後町長は「これから本格的
に農作業が始まります。被害の未然防止にご協力をお願いします」
とあいさつを述べました。対策本部の設置期間は５月末までです。

町防霜対策本部を設置

看板を設置する前後町長、古川センター長ら

長年にわたり教育振興に尽力

　土屋重憲前教育長の退任式並びに感謝状贈呈式は３月 31 日、
町役場で行われました。土屋前教育長は、平成 20 年 10 月から
８年６ケ月にわたり教育長を務め、町の教育振興に尽力されまし
た。式では、前後公町長が「学力向上やスポーツの推進に尽力い
ただき感謝します」とあいさつ。土屋前教育長は「震災時の被災
児童の受け入れや認定こども園の開園など多くのことが思い出さ
れる。町のさらなる発展をお祈りします」と謝辞を述べました。

教育長退任式並びに感謝状贈呈式

職員らに見送られる土屋前教育長（中央右側）

農村活性化をたたえ

　県と福島民友新聞社が主催する平成 28 年度「豊か
なむらづくり顕彰事業」の「むらづくり部門」で表彰
を受けた白津区の渡部英雄前区長と神進さんは３月
29 日、町役場を訪れ、前後公町長に受賞を報告しま
した。この顕彰事業は、集落などにおけるむらづくり
や農業生産活動に顕著な業績を収めている団体などを
表彰し、その功績をたたえるものです。
　白津区では、高齢化や兼業化に伴い不作付地が増加
し始め、農業環境の維持管理を十分にできなくなった
ことに危機感を持ち、集落全体で耕作放棄地の解消に
取り組んでいます。また、熊などの有害鳥獣による農
作物被害対策として、「白津区鳥獣害対策研修会」を
開催し、集落全体で立案した被害対策に基づき、里山
との緩衝地帯を設置したり、鳥獣害対策係を結成した
りするなど、持続可能な有害鳥獣対策体制を構築しま
した。渡部前区長は「受賞は地域の人たちが協力し、
一致団結して取り組んだ結果だと思います。今後の課
題は、後継者の育成です。継続して取り組んでいける
ようにしたいです」と話しました。

白津区が「むらづくり部門」で表彰

納税への長年の協力に感謝
退任納税貯蓄組合長に表彰状贈呈

　町納税貯蓄組合永年在職（退職）者に対する表彰式は４月 14 日、
町役場で行われました。表彰は、町納税貯蓄組合長大会の席上で
行われ、長年にわたり組合長を務めた皆さんに大川原久夫副町長
から感謝状が贈られました。感謝状を受けた皆さんは次のとおり
です（敬称略）。
　野澤弘一郎（新堀向）、佐野則夫（六角）、渡部正（関脇）、六角
三重子（金曲）、渡部忠和（幸野）

ごみを拾い町をきれいに
志田浜地区周辺を清掃活動

　壺下地区ふるさとを守る会とゼビオグループの新入社員は４月
４日、壺下・志田浜周辺の清掃活動を行いました。同グループで
は、社員研修の一環として昨年から合同で実施しており、新入社
員約 120 人と壺下地区ふるさとを守る会員約 30 人が参加しま
した。開会式で守る会の佐藤美晴会長、レイクサイド磐光の神田
昭一総支配人らのあいさつの後、参加者は５班に分かれ、猪苗代
湖畔や国道 49 号線の歩道などのごみを拾い集めました。　清掃活動を行う参加者

電気柵を設置する白津区の皆さん 緩衝地帯設置作業の様子

受賞を報告する渡部前区長（左から２人目）と神さん（同３人目）

大川原副町長から感謝状を受ける野澤さん
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希望を胸に
入学・入園

スクールトピックス

　町内３中学校の入学式は４月６日に行われ、新１年生 125
人が希望を胸に新たな学びやの門をくぐりました。
　32 人が入学した東中学校では、渡部博之校長が「東中学校
の生徒としての誇りと自覚を持って、充実した３年間を過ごし
てください」と式辞。在校生代表の佐藤 駿

しゅん

丞
すけ

さんが歓迎の言
葉を述べました。新入生を代表し、黒須大樹さんが「先輩方が
築いてきた東中学校の伝統を学び、さらに発展させたいです」
と誓いのことばを述べました。

町内の小・中・高校やこども園では、４月６日と 10 日に入学式・入
園式が行われ、新入生たちが希望を胸に新たな一歩を踏み出しました。

誓いの言葉を述べる黒須さん（東中学校）

期待を胸に式に臨む新入生（猪苗代高校）

入学式に臨む１年生（緑小学校）

元気に入園式に臨む園児たち（ひまわりこども園）

125 人が決意を新たに

こども園で一緒に遊ぼう
　ひまわりこども園とさくらこども園の入園式は４月８日に行
われ、新入園児たちが楽しい園生活をスタートさせました。
　昨年の開園以来２回目の入園式となったひまわりこども園
では、０歳児から５歳児まで合わせて 113 人が入園しました。
式では、新入園児が大勢の保護者や来賓に拍手で迎えられ入場。
関和清智園長が入園を許可し、「こども園は歌を歌ったりお友
達と仲良く遊んだりするところです。毎日元気にこども園に来
てください」と式辞を述べました。

第 70 期生 35 人が入学
　猪苗代高校の入学式は４月 10 日に行われ、普通科 24 人、
観光ビジネス科 11 人の合わせて 35 人が期待を胸に新たな一
歩を踏み出しました。
　式では、佐藤京治校長が全員の入学を許可し「３年間、最善
の工夫と最大の努力を心掛けてほしい。未来と自分は変えるこ
とができます」と式辞。新入生を代表し、普通科の安部マリア
さんが「猪苗代高校の歴史と伝統を受け継ぎ、互いを思いやる
気持ちを胸に日々努力します」と誓いの言葉を述べました。

希望に満ちた小学校生活
　町内６小学校の入学式は４月６日に行われ、新１年生 97 人
が希望に満ちた小学校生活をスタートさせました。
　６人が入学した緑小学校では、新入生が入場すると在校生ら
は盛大な拍手で歓迎。児童一人一人の名前が呼ばれた後、服部
秀夫校長が新入生代表の佐藤暖

ほ の

花
か

さんに教科書を手渡しました。
服部校長は「元気に登校して、『おはようございます』を響か
せてください」と式辞。在校生を代表して小檜山詩

し

音
おん

さんが「私
たちと楽しく過ごしましょう」と歓迎の言葉を述べました。

　

自
動
車
が
大
好
き
な
結
翔

く
ん
。
ミ
ニ
カ
ー
を
縦
一
列

に
並
べ
、
後
ろ
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
押
し
て
車
の
パ
レ
ー
ド
。

自
動
車
の
ほ
か
、
建
設
機
械

な
ど
も
大
好
き
な
ん
だ
そ
う

で
す
。
２
歳
年
上
の
お
姉
さ

ん
の
葵
ち
ゃ
ん
と
は
パ
パ
と

マ
マ
の
真
似
を
し
た
ま
ま
ご

と
を
し
た
り
、
追
い
か
け
っ

こ
を
し
た
り
し
て
仲
良
く
遊

び
ま
す
。
葵
ち
ゃ
ん
は
「
ゆ

う
く
ん
は
ち
っ
ち
ゃ
い
け
ど

お
父
さ
ん
で
す
」
と
誇
ら
し

げ
に
話
し
ま
す
。

　

普
段
は
祖
母
の
久
子
さ
ん

と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
結

翔
く
ん
。
天
気
の
い
い
日
は

近
所
を
散
歩
し
た
り
、
ふ
き

の
と
う
を
採
っ
た
り
し
て
い

る
ん
だ
と
か
。

　

マ
マ
の
幸
子
さ
ん
は
「
友

達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
明

る
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

家
族
の
愛
情
を
た
っ
ぷ
り

受
け
て
、
結
翔
く
ん
は
元
気

に
成
長
し
て
い
ま
す
。

※
「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

結翔くんの名前には「人と人をつなぎ、他人を思い
やり、周囲の人と仲良くできる人になってほしい」。
そんなパパとママの願いが込められています。

平成 27 年１月生まれ
～西舘　
一
か ず

義
よ し

さん・幸
さ ち

子
こ

さんご夫妻の長男

鈴木　結
ゆ う

翔
と

　くん

大好きなパパ、ママと一緒に「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

　

町
で
は
、
介
護
予
防
の
取
り
組

み
と
し
て
、「
元
気
わ
く
わ
く
シ

ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、「
週

に
１
回
程
度
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

身
近
な
場
所
で
30
分
程
度
体
操
を

す
る
」
も
の
で
、
高
齢
者
に
限
ら

ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

西
久
保
地
区
で
は
、
今
年
１
月

か
ら
こ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
。
参
加
者
が
会
場
を
確
保
し
、

自
主
的
に
体
操
な
ど
の
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
始
か
ら
３
カ
月
後
の
評
価
を

行
う
た
め
の
測
定
会
は
４
月
19

日
、
西
久
保
公
民
館
で
行
わ
れ
、

西
久
保
地
区
か
ら
13
人
が
参
加
。

30
分
間
体
操
を
し
た
後
、
握
力
や

片
足
立
ち
な
ど
の
測
定
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
開
始
時
と
比
較
し
て
全

体
的
に
結
果
が
向
上
し
て
い
ま
し

た
。

　
「
元
気
わ
く
わ
く
シ
ニ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
５

地
域
の
み
ん
な
で
介
護
予
防

「
元
気
わ
く
わ
く
シ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

元気に介護予防

体操を行う西久保地区の参加者５㍍歩行のタイム測定
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６
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

　

議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ

れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
役
場
３

階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍
聴
席

入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

６
月
６
日（
火
）

※
一
般
質
問
は
12
日（
月
）、
13
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係

☎（
62
）５
６
７
７

「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現

す
る
経
済
対
策
」
臨
時

福
祉
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　

町
で
は
、「
未
来
へ
の
投
資
を
実

現
す
る
経
済
対
策
」
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

申
請
期
間
は
５
月
29
日（
月
）ま

で
で
す
。
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
付
対
象
者
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
人
に
は
、
す
で
に
案
内
と

申
請
書
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
度
に
支
給
し
た
猪
苗
代

町
臨
時
福
祉
給
付
金
の
用
件
に
該
当

し
た
方
が
対
象
で
す
。（
平
成
28
年

９
月
１
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
受
け

付
け
）

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る

場
合（
住
民
税
に
お
い
て
、
ど
な
た

か
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
な
ど
）や

生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な

ど
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
差
し
控

え
ら
れ
た
た
め
に
接
種
機
会
を
逃

し
た
人（
特
例
対
象
者
）に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
不
足
分
を
20
歳
未
満
ま
で
定
期
接

種
と
し
て
接
種
可
能

②
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
７
歳
６
カ
月
に
な
る
前
ま
で
に
Ⅰ

期
３
回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い

人
は
、
Ⅱ
期
の
９
歳
か
ら
13
歳
未
満

の
間
に
Ⅰ
期
の
未
接
種
分
が
接
種
可

能※
た
だ
し
、
７
歳
６
カ
月
に
達
し
た

日
か
ら
９
歳
に
至
る
ま
で
は
公
費
で

接
種
で
き
ま
せ
ん
。

▼
料
金　

無
料

▼
そ
の
他

　

平
成
20
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま

れ
の
人
に
は
、
順
次
、
日
本
脳
炎
Ⅱ

期
の
個
別
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

▼
受
験
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

　

受
験
申
し
込
み
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

町
教
育
委
員
会
嘱
託
員

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員　

競
技
力
向
上
推
進
員
１
人

特
別
支
援
員
２
人

▼
資
格
要
件

・
自
動
車
普
通
免
許
が
あ
る
人
で
学

校
に
通
勤
で
き
る
人

・
経
験
者
ま
た
は
教
員
免
許
が
あ
る

人▼
勤
務
条
件

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関
す

る
規
則
に
よ
る

▼
応
募
手
続
き　

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
５
月
24
日（
水
）

ま
で
に
教
育
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
履
歴
書
は
教
育
総
務
課
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考

　

面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間

平
成
29
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と

な
ど
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
町

や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な
ど
を
か

た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

や
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
迷

わ
ず
町
保
健
福
祉
課
や
最
寄
り
の
警

察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

▼
申
請
方
法

・
申
請
先　

保
健
福
祉
課

・
申
請
受
付
期
間

２
月
27
日（
月
）～
５
月
29
日（
月
）

・
提
出
書
類 

申
請
書
ほ
か
（
身
分
証

明
書
・
振
込
口
座
の
写
し
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

▼
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現
す
る
経

済
対
策
」
臨
時
福
祉
給
付
金
を
装
っ

た
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現
す
る
経

済
対
策
」
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

す
る
た
め
に
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
手

続
き
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
手
数

給
付
金

予
防
接
種

議
　
会

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

平
成
30
年
度
採
用

町
職
員
候
補
者

　

平
成
30
年
度
採
用
の
町
職
員
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
行
政
職（
一
般
事
務
）
　
大
学
卒
程

度○
土
木
職　

大
学
卒
程
度

○
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度

※
採
用
予
定
人
数
は
、
い
ず
れ
の
職

種
も
若
干
名

▼
受
験
資
格

○
行
政
職
・
土
木
職　

昭
和
57
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者（
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
）

○
保
健
師
職　

昭
和
63
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
お
よ
び
看
護

師
の
両
方
の
資
格
・
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
平
成
30
年
４
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
者（
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
）

▼
試
験
の
方
法

【
一
次
試
験
】

○
期
日　

７
月
23
日（
日
）

○
場
所　

福
島
大
学（
福
島
市
金
谷

川
１
番
地
）

○
内
容　

・
行
政
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
行
政
の
専
門
試
験

・
土
木
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
土
木
の
専
門
試
験

・
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度
の
教
養

試
験
と
保
健
師
の
専
門
試
験

※
全
職
種
で
事
務
適
性
検
査
・
一
般

性
格
診
断
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

が
あ
り
ま
す
。

【
二
次
試
験
】

　

一
次
試
験
の
合
格
者
に
個
別
面

接
・
小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
領

の
交
付

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト（
Ｂ
４
サ
イ
ズ
）し
て
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の

表
に
「
行
政
職（
ま
た
は
土
木
職
・

保
健
師
職
）試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
先
明
記
の
封
筒（
角
型

２
号
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
宛
先

〒
９
６
９
｜
３
１
２
３　

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０
番
地

猪
苗
代
町
総
務
課

▼
受
付
期
間

　

５
月
25
日（
木
）か
ら
６
月
23
日

（
金
）ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
６
月

21
日（
水
）の
消
印
ま
で
を
有
効
と

し
ま
す
。

募
　
集

善意をありがとうございます

○町一般廃棄物協同組合
　　　　　　　　　図書カード 10 万円分

　
　
　町一般廃棄物協同組合は４月 18 日、和
みいなの図書充実のため、町に図書カード
10 万円分を寄付しました。同組合の大友
健市代表理事は「青少年育成に役立ててほ
しい」と話しました。

宇南山忠明教育長に善意を手渡す大友代表理事
（左から３人目）

猪苗代町議場（町役場３階）

申請期間は
５月 29 日まで。
忘れないように
確認じゃ！
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す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹

統
計
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、

国
お
よ
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税

の
資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

工
業
統
計
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
８
０
５
）０
７
１
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３（
３
５
０
１
）９
９
２
９

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

山
菜
な
ど
を
採
取
・
出

荷
す
る
際
の
注
意
点

　

山
菜
な
ど
を
採
取
・
出
荷
す
る
際

に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
猪
苗
代
町
で
は
、「
こ
し

あ
ぶ
ら
」「
た
ら
の
め
」「
ね
ま
が
り

た
け
」「
野
生
き
の
こ
」
が
出
荷
制

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
る
品
目
に

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
や
教
育

な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切

な
税
金
で
す
。
定
め
ら
れ
た
納
期
限

（
５
月
31
日（
水
））ま
で
に
忘
れ
ず

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
方
法

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
ご
納
付
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
自
動
車
税
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き

る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
福

島
県
自
動
車
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
納
付

し
た
時
の
領
収
証
書
に
は
、
継
続
検

査（
車
検
）用
の
納
税
証
明
書
が
付

い
て
い
ま
す
。
車
検
の
と
き
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒

に
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

▼
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
療
育
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
ま
た

は
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
税
額

よ
う
関
係
機
関
と
つ
な
ぐ
支
援
も
行

い
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
、
心
配

な
こ
と
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
72
）１
５
３
０

平
成
29
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従

業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業

所
を
対
象
に
、
平
成
29
年
６
月
１
日

時
点
で
実
施
し
ま
す
。
工
業
統
計
調

査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

が
減
免
さ
れ
ま
す
。
減
免
の
申
請
期

限
は
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
と

も
納
期
限（
５
月
31
日
）ま
で
で
す
。

期
日
ま
で
に
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
納
期
限

後
に
申
請
し
た
場
合
、
申
請
の
翌
月

以
降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な
り
ま
す
。

年
度
途
中
で
減
免
の
要
件
に
該
当
し

た
場
合
も
、
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
以

降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
自
動
車
税　

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

☎（
29
）５
２
６
１

・
軽
自
動
車
税　

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

配
置
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
「
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
」
を
配
置
し
ま
し

た
。

　

認
知
症
の
人
が
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
へ
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
容
態
に
応
じ
て
必
要
な
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

調
　
査

税
　
金

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

注
　
意

つ
い
て
は
、
検
査
の
結
果
、
食
品

中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
基
準
値

（
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
）を
下
回
っ

て
い
た
場
合
で
も
出
荷
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
品

目
は
、
加
工
用
原
材
料
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

▼
放
射
性
物
質
の
検
査

　

野
生
の
山
菜
を
出
荷
・
販
売
す
る

場
合
は
、
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
安
全
が
確
認

さ
れ
た
品
目
の
み
出
荷
・
販
売
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
農
林
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
家
消
費
用
の
山
菜
に
つ
い
て
は
、

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
ア

グ
リ
い
な
）で
放
射
性
物
質
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
放
射
性
物
質
検
査
問
い
合
わ
せ
先

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

☎（
85
）７
１
３
７

▼
食
中
毒
に
注
意

　

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
防
止
の

た
め
、
知
ら
な
い
山
菜
は
採
取
し
た

り
、
食
べ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

判
断
に
迷
う
場
合
は
、
専
門
家
、
研

究
機
関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
会
津
農
林
事
務
所　

森
林
林
業
部

林
業
課

13

☎
０
２
４
１（
24
）５
７
３
４

ま
た
は
農
林
課　

農
林
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
６

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所　

役
場
庁
舎
、
カ
メ

リ
ー
ナ
、
学
び
い
な
、
和
み
い
な（
郵

送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
ご
意
見
は
内
容
の
趣
旨
が
わ
か
る

よ
う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
他
人
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
も
の
や

営
業
、
宗
教
、
政
治
活
動
な
ど
に
関

す
る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
氏
名
、
住
所
お
よ
び
連
絡
先
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

※
頂
い
た
ご
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
確
認
の
た
め
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
広
報
で
回

答
す
る
際
に
は
、
氏
名
を
伏
せ
て
掲

載
し
ま
す
。

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

福
　
祉

　

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

Beethoven Piano Sonata 演奏会
PianoSonata 全 32 曲を聴く会　第２回例会

開　演　午前 11 時 00 分～昼食～終演  14 時 30 分
会　場　発起人宅　猪苗代町字町島田 1615（上祢次）
演奏曲　PianoSonata No.1・No.7・No.17「Tempest」
　　　　　　　会　費　大人 2,500 円　18 歳以下 500 円　
　　　　　　　Piano　後藤 泉 ＋ Guest　※未就学児会費なし

　　　　　　　主　催　PianoSonata 全 32 曲を聴く会　　
　　　　　　　　　　　問発起人小檜山　☎ 090-1932-0345

日　時　平成 29 年　　７月２日（日）

内山　尚子さん小椋　美紀さん
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管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」（
保
健

福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

・
第
15
号
「
猪
苗
代
町
虐
待
防
止
等

地
域
協
議
会
設
置
要
綱
の
一
部
を
改

正
す
る
要
綱
」（
保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
係
）

・
第
16
号
「
猪
苗
代
町
介
護
者
激
励

金
支
給
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
）

・
第
17
号
「
猪
苗
代
町
総
合
健
康
診

査
等
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る

要
綱
」（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り

係
）

公　

告

・
第
５
号
「
平
成
29
年
２
月
分
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員

会
農
地
係
）

・
第
６
号
「
平
成
29
年
度
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
」（
税
務
課

賦
課
係
）

・
第
７
号
「
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
の
賦
課
区
域
公
告
」（
上
下
水

道
課
下
水
道
係
）

・
第
８
号
「
平
成
29
年
３
月
分
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員

会
農
地
係
）

 

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係　

☎（
62
）２
１
１
２

マ
イ
ホ
ー
ム
を
守
る

耐
震
診
断
に
伺
い
ま
す

　

町
は
、
町
内
の
木
造
住
宅（
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
）に
つ
い
て
建
築
士
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
29
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

告　

示

・
第
11
号
「
充
当
通
知
書
の
公
示
送

達
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
12
号
「
公
共
下
水
道
の
供
用
開

始
告
示
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

・
第
13
号
「
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」（
農
林

課
農
林
整
備
係
）

・
第
14
号
「
公
の
施
設
に
係
る
指
定

☎（
62
）２
１
１
１

相
談
事
お
聞
き
し
ま
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
れ
を
記
念

し
て
法
務
省
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
が
各
地
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
・
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
差
別
、
い
じ
め
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
、
人
権
問
題
で
お
困

り
の
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

６
月
２
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員

会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
経
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
基
準

る
住
宅（
店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
に
、

そ
の
設
置
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

１
㌔
㍗
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
。

※
最
大
出
力
値
が
４
㌔
㍗
を
超
え
る

場
合
は
、
４
㌔
㍗（
６
万
円
）を
上

限
と
し
ま
す
。

▼
補
助
予
定
件
数　

10
件

▼
申
請
手
続
き

　

補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
猪
苗
代
町
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費

補
助
制
度
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
補
助
金
を
交
付

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観

点
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
と
促
進
を
図
り
、
自
然
と
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
要
件

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
人
が
居
住
し

て
い
る
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う
と
す

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

総
務
省
で
は
、
猪
苗
代
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
次
の
人

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・
市

町
村
な
ど
の
役
所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の

特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

５
月
１
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）

ま
で
の
１
カ
月
間
は
「
福
島
さ
わ
や

か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間

で
す
。
町
で
は
、
期
間
中
、
次
の
と

お
り
相
談
会
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

５
月
17
日（
水
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

※
次
回
相
談
会
は
６
月
21
日（
水
）

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

相
　
談

宮澤　重正さん

☎（66）3995
（下舘）

掲
示
板

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

を
満
た
さ
な
い
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
す
る
町
民
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
町

内
に
あ
り
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
住
宅
で
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅（
住
宅
と
し
て
使
う

部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
の
も
の
）

②
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
、
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

③
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
促
進
事

業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
結
果
、
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の

④
補
助
金
の
交
付
決
定
年
度
内
に
耐

震
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

⑤
過
去
に
県
、
町
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

※
工
事
終
了
後
、
耐
震
性
能
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
な
ど
を
町
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
29
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

！　県内のクマによる人身事故で最も多いケースが山菜採
取中です。山菜は冬眠明けのクマの貴重な食べ物でもあ
り、気付かないうちに近づいてしまいます。
　山菜採取をする際は、クマ鈴などの音の出る物を必ず
携帯し、周囲に十分気を配るようお願いいたします。

■出会わないようにするための心構え
○クマ鈴、笛、ラジオなどを必ず携行する。
○クマの糞や足跡、クマ棚が確認されたら、クマが近く
にいる可能性が高いので特に周囲に注意する。

■出会ったときに興奮しない、興奮させない
ために

○遠くにクマがいるのを発見した場合は、慌てずそっと
立ち去る。
○クマが興奮するので、大声で叫んだり、石や棒を投げ
つけたりしない。
　　　　　　　　
　　　　　　　　問農林課　農林整備係　☎（62）2116

クマに注意しましょう！

高齢者を狙った

なりすまし詐欺に注意

　県内の高齢者を狙ったなりすまし詐欺が増加しています。
被害にあわないよう、怪しい電話などがあった場合には、す
ぐに警察や消費生活センターなどに相談しましょう。
●詐欺の特徴
　家族や警察、銀行員や地方公共団体職員などになりすまし、
電話などを通してお金をだまし取る手口です。
●対処方法
　電話で現金の送付や振込みを要求してきたら、詐欺を疑い
ましょう。高額な請求に対しても、慌てて現金やカードを用
意せず、まずは警察や消費生活センターまたは家族に相談し
ましょう。
●相談先
　猪苗代警察署　☎（63）0110
　県消費生活センター　☎ 024（521）0999
　町商工観光課　商工観光係　☎（62）2117

住
ま
い

補
助
金
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　　聴覚障がい
　　乳幼児子育教室

　県立聴覚支援学校会津校では、聴
覚障がい乳幼児子育て相談「みみ
ちゃん教室」を開催しています。
　お子さんの様子や相談内容に応じ
て、一緒にじっくりと遊ぶ中で言葉
やコミュニケーションづくりのお手
伝いをします。
●日時　月～金曜日　午前９時～午
後４時 30 分
●場所　聴覚支援学校会津校内「み
みらんど・會津」
●対象　聞こえや言葉に心配がある
乳幼児とその保護者
●費用　無料
問県立聴覚支援学校会津校
☎ 22（1286）

　６月４日～ 10 日は
　危険物安全週間です

 （平成 29 年度危険物安全週間推進標語）

  「あなたなら　無事故の着地
     決められる」
●ガソリンは原則ポリ容器では保管
できません！
　ポリ容器は、静電気により引火す
る恐れがありますので、適正な金属
容器で保管してください。
●危険物の運搬にはご注意を！
　こぼれないように栓は確実に閉
め、倒れないようにしっかりとロー
プなどで固定してください。
●保管する量は最小限に！
　一定数量以上を保管すると、消防
署に届け出などが必要になります。
●給油の際はエンジン停止。タバコ
などの火気は厳禁！
　直接火が触れなくても引火し、火
災となることがあります。
問猪苗代消防署　
☎（62）4433

【講習会】
●日時　毎月第２・第４土曜日（変
更になる場合もありますので、事前
にお問い合わせください。）
●場所　学びいな調理室
●持参物　前掛け、そば入れ用具（道
具一式は準備してあります）、材料
代 1,500 円
問猪苗代手打ちそばの会　会長　佐
藤善司　
☎（66）3318

　多重債務・貸金業に
　関する相談窓口

　財務省福島財務事務所では、返済
しきれないほどの借金を抱え、お悩
みの人からの相談に応じています。
借金の状況をお聞きし、必要に応じ
弁護士・司法書士などの専門家に引
き継ぎを行います。秘密厳守、相談
は無料です。
　また、国や県の登録を受けずに貸
金業を営む、いわゆる「ヤミ金融」
業者には十分ご注意ください。ご利
用されている貸金業者の登録状況に
関する問い合わせや不正に利用され
ている預貯金口座に関する相談も受
け付けています。
●受付時間　午前８時 30 分～正午、
午後１時から午後 16 時 30 分（祝日、
年末年始を除く月曜日～金曜日）
問財務事務所福島事務所　理財課
☎ 024（533）0064（多重債務相談窓
口専用）

消　　防

　「しあわせ金婚夫婦」に
　表彰状と記念品を贈呈

　県老人クラブ連合会と福島民報社
では、県内で結婚 50 年の金婚式を
迎えた夫婦に表彰状と記念品を贈呈
しています（老人クラブの会員でな
くても申し込みできます）。
　福島民報新聞紙上に名前と年齢が
掲載されることをご了承ください。
●表彰該当者　昭和 42 年中に結婚
し、金婚 50 年を迎えた夫婦。また
昨年までに申し込みをしなかった夫
婦もその対象となります。　
●受付期間　7 月 12 日（水）まで
●申し込み先　町社会福祉協議会
　詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
問町社会福祉協議会
☎（62）5168

　猪苗代手打ちそばの会
　会員募集

　猪苗代手打ちそばの会では、そば
に関する知識を深め、一緒にそば打
ちの技術を高める会員を募集してい
ます。
　本会では、毎月第２・第４土曜日
にそば打ち講習会を開催しているほ
か、毎年 11 月の猪苗代新そば祭り
に参加して、「そばの里猪苗代」を
盛り上げています。ぜひ私たちと一
緒に猪苗代のそばの魅力を伝えてい
きましょう。

　　
お悔やみ申し上げます

（３月 15 日～４月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

相　　談

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

町の人口

 29 年４月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　14,553 人
　　世帯数　　　  4,940 戸
　　出生　  7 人　  転入    80 人
　　死亡　14 人  　転出  160 人

   今月の納期
（納期限５月 31 日）

●軽自動車税　
 　　　　　　　

●上下水道使用料
                        ５月分

　後期高齢者歯科健診

　後期高齢者医療保険では、被保険
者の皆さんの歯科健康保持および疾
病予防のため、歯科健診を実施しま
す。
　歯の健康は、口腔状態の悪化によ
る歯周病予防や噛む力の低下による
誤えん性肺炎予防のため、大変重要
です。
　今年度は下記の内容で歯科健診を
実施します。この機会に歯科健診を
受診しましょう。
●対象者　福島県後期高齢者医療の
被保険者で、昭和 16 年４月２日か
ら昭和 17 年４月１日までに生まれ
た人
●健診費用　無料（１回のみ）
●期間　６月１日から 11 月 30 日
まで
●留意事項　①対象歯科医院におい
て実施しますので、詳しくは５月下
旬に各対象者に配布される案内状を
ご覧ください。
②長期入院されている人や介護施設
へ入所されている人は対象とならな
い場合があります。
問県後期高齢者医療広域連合
☎ 024（528）9024

　電波はルールを守って
　正しく使いましょう

　６月１日～ 10 日は「電波利用環
境保護周知啓発強化月間」です。不
法電波は人命に関わる重要無線通信
を妨害して、私たちの生活を脅かし
ます。
　電波は、ルールを守って正しく使
いましょう。
問総務省東北総合通信局　相談窓口
☎ 022（221）0641

募　　集
　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 29 年３月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！高齢者宅を狙った不審電話
が増えています。話の中で、お金の手渡し・振り込み
の指示があったときは、すぐに家族や知人か警察（110
番）に相談してください。

◎６歳未満の子どもを乗せるときは、必ずチャイルド
シートを使用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず夜光反射材を身に
着けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 29 年 平成 28 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 10 13 -3 -23.1
磐 　 梯 　 町 0 11 -11 -100.0
裏 　 磐 　 梯 4 5 -1 -20.0

　　　計 14 29 -15 -51.7

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
29 年 28 年 29 年 28 年 29 年 28 年

窃盗犯計 9 12 0 11 4 4
空き巣 2
金庫破り 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 1
倉庫荒らし
侵入盗その他 4 2
置引き 3 1
車上ねらい 1
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 1
自販機ねらい
万引き 1
職場ねらい 1 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 3 2 5 2 3
非侵入盗その他 2 1 1
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗
その他の
乗り物盗
暴行・傷害
詐欺・横領

遺失物等横領
器物損壊 1

その他の刑法犯 1 1
総　計 10 13 0 11 4 5
増　減 -3 -11 -1

死亡事故 0 1 0 0 0 0
増　　減 -1 0 0
人身事故 15 19 3 3 0 2
増　　減 -4 0 -2

５月 10 日～６月末の窓口業務延長日は、
５月 23 日と６月６日、20 日です。編

集
後
記

▼
今
月
号
の
表
紙
で
紹
介
し

た
阿
部
大
三
さ
ん
の
作
品

「
四
季
彩
雲
」
が
全
国
菓
子

大
博
覧
会
で
見
事
、
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

４
ケ
月
間
、
ほ
ぼ
毎
日
深
夜

ま
で
制
作
作
業
を
行
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
受
賞
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
作
品

は
、
博
覧
会
終
了
後
の
５
月

18
日
ご
ろ
か
ら
會
津
豊
玉
店

内
で
展
示
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
物

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎月
第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税証明
発行などの窓口業務の時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111

健　　康

暮らしの情報広場

お知らせ



渡部　由
ゆ

愛
あ

さん（４年）
※作品は３年生時制作

「ホタルブクロの花」

ホタルブクロの花にたくさん
のホタルが集まっています。
夜にホタルが光っている感じ
を出すため、黄色を使って目
立つように工夫しました。ホ
タルの大きさによって、光の
大きさを変えて描きました。

Our  Museum

「おさかなのくにへ
　　　　いったよ」

お魚の国をちぎり絵で作りま
した。真ん中の大きな魚がお
母さんで、小さな魚は子ども
たちです。水中の雰囲気が出
るように、絵の具を指に付け
て泡を描きました。

みんなの美術館
５月は猪苗代小学校のお友達の作品です

ま
ち

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
    広

報
 猪

苗
代

N
o.679 M

ay.2017
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

    http://w
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w
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日
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行
　

■
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行
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課
〒

969-3123　
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県
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猪
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100　
☎

 0242(62)2111

■一口メモ■
　調味酢を使用することで、少ない調味料でも味が付き、塩分の使用量を抑えることができます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 239

長尾　燎
りょう

さん（２年）
※作品は１年生時制作

春野菜ののり巻きサラダ
（高血圧予防メニュー）

【材料】４人分
・キャベツ  200㌘・にんじん  100㌘・アスパラ  ６本・
のり  ２枚・卵  １個・ツナ  20㌘・マヨネーズ  小さじ１
と 1/2・Ａ｛酢  大さじ１・すし酢  大さじ１｝・サラダ油  
小さじ 1/2

【作り方】
①キャベツ、にんじんは千切りにして、熱湯でさっとゆ
でる。
② ①をそれぞれＡに漬け込む。
③卵を２回に分けて薄焼き卵を作る。
④アスパラはのりの大きさに合わせて切り、ゆでる。
⑤ツナはマヨネーズと合わせておく。
⑥のり、薄焼き卵、キャベツ、にんじんを乗せ、真ん中
にアスパラとツナをおいて、のり巻きの要領で巻く。
⑦食べやすい大きさに切り、切り口を見せて盛り付ける。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 82㌔㌍、塩分 0.2㌘


